
宮崎県立看護大学 看護研究・研修センター地域貢献等研究推進事業

研修会は5月から10月まで行われます。医療施設で感染管理を担う看護職34名が受講中です。第2回/第3回の研修会について報告します。
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実践発表会講義・演習

講師；日南愛泉会病院
感染管理認定看護師
佐々木 由香 氏

講師；都城市郡医師会病院
感染管理認定看護師
横川 三月 氏

講師；宮崎中央眼科病院
感染管理認定看護師
石井 健裕 氏

202４年1月
手指衛生や個人防護具の着脱演習

演習
指導者

所属施設内でロールモデル
となり、さらに職員等への指
導が担えるよう、根拠に基づ
いた技術を再習得しました。
受講者同士で技術の評価
を行いました。 あらたに発生し得る『新興感染症への備え』をテーマ

にグループワークを行いました。「日常的なPPE着脱
演習」「発生事例を想定したシミュレーション」「BCＰ
の見直し」「職員のメンタルヘルスケア支援の構築」
等について情報を共有しました。

受講後のアンケートより（一部抜粋）
・防護具着脱演習では自身の実践の曖昧な部分が分かった。同様に院内演習に取組みたい。
・精神科領域におけるゾーニング、患者に対してのケアの難しさを理解することができた。
・コロナが5類となったことで気の緩みを感じることがある。コロナ対策で大変だったことが薄れ
てしまう。定期的な研修会やＰＰＥ着脱訓練の実施が重要だと思った。
・今回の研修をきっかけに自施設の感染管理に関わる組織や自分の役割について確認できた。

講師；大悟病院
感染管理認定看護師
早田 康治 氏

高齢者/精神科領域
における感染対策

講師；宮崎県立宮崎病院
感染管理認定看護師
清野 美智子 先生

新興感染症対策

精神科特有の感染リス
クを理解したうで、患
者の尊厳を守りながら
組織的に感染対策を
実践！クラスターを防ぐ
には感染症の早期発
見と対応がカギ！

宮崎県立看護大学
感染管理認定教育課程
専任教員 荒武 舞

新興感染症は
いつ発生するか
わかりません。
日常的な標準
予防策の遵守
が重要！
また平時から施
設内で多職種と
連携を図ってお
くことも大切！
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